
 
１－１．$3  ム（アクティブ・ラーニング）࢘ࢪンポࢩ

 
                      
 
１．概要 
 ᮏシン࣏࢘ࢪムはึࠊ年次教育プログラム「SIH 道場」で導入されたアクティブ・ラーニング

の取り組みをࠊ学ኈ課⛬全⯡に浸透さࡏていくことを目指して実施された。ᚨᓥ大学総合教育セ

ンター教育改革推進部門の᪂ཎᑗ義が㊃᪨ㄝ᫂ཬびྖ会をົめࠊᚨᓥ大学総合科学部ᅵᒇᩔẶࠊ

ᚨᓥ大学་学部୕➟ὒ᫂Ặࠊᚨᓥ大学教㣴教育㝔Ώ部⛱Ặの 3 ྡによるヰ題ᥦ౪の後ࠊ広ᓥ大学

大学㝔ྂ⃝修一Ặによる指定ウㄽを行いࠊ会場を஺えたディス࢝ッションを実施した。 
 ௨下ではまずࠊプログラムの主᪨と各ᥦ題⪅によるᥦ題のෆᐜを記すことでプログラムのヲ⣽

を示しࠊその後ࠊ実㝿に行ࢃれたシン࣏࢘ࢪムのᵝᏊをሗ࿌する。 
 
２．プログラムのヲ⣽ 
2�1 ᮏࢩンポ࢘ࢪムの୺᪨ 
 アクティブ・ラーニングはࠊ大学におけるఏ統的な教授方法であったࠊ一方向的なㅮ義による

▱㆑ఏ達に௦ࢃる教授方法としてὀ目を集めている。ᚨᓥ大学はࠊ文部科学省が推進する「大学

教育再生加速プログラム（$3）」のうちࠊテーマ I「アクティブ・ラーニング」の取り組みに選定

されࠊ「学生と教員が共に成長する「SIH 道場̿アクティブ・ラーニング入門̿」」を㍈にࠊアクテ

ィブ・ラーニングのᡭ法を用いた教育の推進を行っている。ᮏ学の $3 の取り組みはࠊ「㕲は⇕い

うちにᡴて」（SIH � SWrLNe ZhLle Whe IroQ LV HoW）の⢭⚄に๎りࠊ反転授業ࠊグループ࣡ークࠊ学修࣏

ートフォリ࢜ࠊ専門領域早期体験等によるリフレクションを基┙としたアクティブ・ラーニング

の体験を通してࠊ学生と教員が共に学び合い成長する教育プログラムである「SIH 道場㸫アクテ

ィブ・ラーニング入門㸫」をึࠊ年次に導入するとともにࠊ学年進行にకいࠊアクティブ・ラーニ

ングの実質化を学ኈ課⛬全⯡に浸透さࡏていくというものである。ᮏシン࣏࢘ࢪムは$3ࠊ の取り

組みの一⎔としてࠊ平成 2� 年度よりึ年次教育プログラムとして導入された「SIH 道場」でのア

クティブ・ラーニングの実㊶を専門教育にもἼཬ・浸透さࡏることを目的としている。 

ᚨᓥ大学ではࠊアクティブ・ラーニングを「教員による一方向的な▱㆑ఏ達とは異なりࠊ課題

₇習ࠊ質␲応答ࠊ振り返りࠊグループ࣡ークࠊディス࢝ッションࠊプレゼンテーション等を取り

入れることによりࠊ学生自らが考えᢤくことを教員がಁしࠊ学生の能ື的な学習をಁ進さࡏる཮

方向の教授・学修のこと」と定義している。またこの定義に合⮴する授業の実施率を測定しࠊ向

上さࡏることを目指しておりࠊ一定の成果を上げている。 

しかしこうした取り組みの成果をṇ当に評価するためにはࠊ「定義を満たす授業がどれだけ増え

たか」というಠ▔的など点だけではなくࠊ「その定義をཧ↷≀としࠊ自らの授業実㊶の改善に取り

組ࡴことによってࠊ授業がどのようにࠗⰋく࠘なったのか」というࠊ当事⪅的など点からの検ウ

が୙ྍḞである。こうしたど点からのሗ࿌はࠊ༢なるಶே的な工ኵや主観の反ᫎではない。こう

したሗ࿌を検ウすることはࠊ♫会的な価値観のኚ化や大学の組⧊的な取り組みにᙳ㡪をཷけなが

らࠊ教員ಶ々ேが自らの実㊶をよりⰋいものにしていくというࠊ♫会的┦஫行Ⅽとしての教育実
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㊶について検ウするための➃⥴となることが期ᚅできる。 

ᮏ௻画ではࠊᚨᓥ大学にᡤᒓする 3 ྡの教員のᥦ題ෆᐜについてሗ࿌を㡬く。この 3 つの実㊶

をࠊ༢なるಶே的なດ力の結果ではなくࠊまた組⧊的な取り組みのᢲし௜けでもなくࠊ教育業⏺ࠊ

大学ࠊそして教育⪅という 3 ⪅の♫会的協働実㊶としてㄞみ解くことがࠊᮏ௻画の目的である。 

 
2�2 学生のᛮ⪃をࡃすࡄる授業を‽ഛするたࡵの⯙ྎ⿬ 

 ンのά用を౛に̿̿ࣙࢩッ࢝ࢫィࢹ・生࿨೔理と⌧௦♫఍ࠖでのグループࠕ̿̿

（ᚨᓥ኱学⥲ྜ⛉学㒊 ᅵᒇ ᩔ） 

 ᮏሗ࿌ではࠊ⚾が教㣴教育科目「生࿨೔理と⌧௦♫会Ϩ・ϩ」でά用しているスࣔール・グル

ープ・ディス࢝ッション（௨下ࠊSGD）の取り入れ方の工ኵの⯙ྎ⿬でのヨ行㘒ㄗ㐣⛬を⤂௓し

たい。生࿨೔理をめࡄる主題はࠊฟ生๓デ᩿の᫝㠀やᑠඣの⬻Ṛ⮚ჾ⛣᳜ࠊ終ᮎ期における┳取

りのあり方などࠊ一見すると学生の᪥ᖖからは㐲くឤじる主題ではあるがࠊ実はከくの方が長い

ラ࢖フコースの୰で 1 度や 2 度は経験する主題がྵまれる。そしてࠊどの主題についても「ṇ解

がない」ことがㅮ義ෆᐜの㓬㓮࿡でもある。授業はࠊㅮ義および VTR 㚷㈹ 10 回ࠊその合間に 6
㸫8 ྡのグループからなる SGD5 回で構成されておりࠊ学生が୚えられた主題について他学部や

他学科の学生と㆟ㄽをする機会を最大㝈᭷効ά用するかたちで実施する工ኵをしている。ㅮ義の

コンセプトは「学生のᛮ考をくすࡄること」である。そのためのㅮ義構成の工ኵを⤂௓したい。 
 
2�3 ⤫ィ学実⩦にࡅ࠾る学修⪅のどⅬに❧った授業ᨵၿのヨࡳ 

̿アクティブ・ラーニングのᇶ♏࡙ࡃり̿ 

（ᚨᓥ኱学་学㒊 ୕➟ὒ᫂） 

་学統計学実習の最終目標はࠊデータに応じた㐺ษな統計ᡭ法を選ࡪことができࠊ解ᯒしࠊ結

果を解㔘しṇしく記述できることですがࠊ㝈られた時間ෆではいくつかの統計ᡭ法を体験するだ

けでࠊ目標の到達はᐜ᫆ではない。そこでࠊ統計解ᯒの必要ᛶを理解さࡏ自立した学修⪅を育て

るには教員がఱをす࡭きかを᫂らかにしたいと考えている。 
་学部ಖ೺学科 2 年生の統計学実習（ཷㅮ⪅ 62 ྡ）を対象としている。実≀の課題やࠊシ࣑ࣗ

レーションによるྍど化などを用いている。毎回の実習の終ࢃりにࠊ「今回の実習で理解できたこ

とࠊ理解できなかった事」ࠊ「実習の進め方でⰋかった点ࠊ改善が必要な点ならびに授業改善に関

するᥦ᱌」ࠊ「満足度」を調査している。またࠊ学生の統計解ᯒのレ࣏ートも学生の学修到達度を

評価する㔜要な㈨ᩱとなる。満足度௨外はテキストデータなのでࠊ質的研究のᡭ法ࠊルーブリッ

ク評価を用い学修⪅が✚ᴟ的に取り組ࡴために教員はఱをす࡭きかࠊまたࠊ学生がアクティブに

学修するに必要な⎔ቃᩚഛもྵめࠊ授業改善のᡓ␎を᥈っている。 
 
2�4 ᇶ♏生≀学の授業にࡅ࠾るアクティブ・ラーニングの実㊶౛ 

（ᚨᓥ኱学教㣴教育㝔 Ώ㒊 ⛱） 

 ᚨᓥ大学་学部ಖ೺学科の 1 年生に対してࠊ基礎基┙教育科目である「基礎生≀学」の授業で

アクティブ・ラーニングを実㊶した౛についてሗ࿌する。このクラスは 50 ྡ⛬度の学生数でࠊ

⣙ 3 分の 2 の学生が高ᰯ時に生≀学を選択していない。そこでࠊ高ᰯの生≀学のෆᐜからはじめ

てࠊ大学の専門課⛬への導入となるレ࣋ルの授業をᚰがけた。この授業は基ᮏ的にはᗙ学である
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がࠊ授業の⣙༙分で授業ෆᐜに༶した⡆༢な実験を教ᐊで行った。౛えばタンࣃク質のᛶ質をㅮ

義した次の㐌では࣍ࠊタルのⓎගタンࣃク質を用いて学生にⓎග反応を確認してもらった。また

᭷ᛶ生Ṫの授業ではࠊ実㝿に࢚࢝ルのே工授⢭を行いࠊ༸と⢭Ꮚの結合で᪂しい生࿨が生じるこ

とを体験した。最終授業の授業アンケートではࠊ実験をもっと増やして࡯しいというኌが最もከ

かった。一⯡の教ᐊで行うことができる実験には㝈⏺があるがࠊㅮ義と実験をࣂランスよく行う

ことで学生の意欲をᘬきฟすことがྍ能だとᛮࢃれる。 
 
３．ᣦᐃウㄽ 
 指定ウㄽではࠊᮏシン࣏࢘ࢪムの㊃᪨ㄝ᫂においてࠊ「アクティブ・ラーニングはᙧᘧではな

くࠊよい授業を行うための �つの方法としてアクティブ・ラーニングという方法がある」という

ㄝ᫂がありࠊはじめにྂ⃝Ặよりこれは㠀ᖖにⰋいㄝ᫂であったという指摘がなされた。続い

てࠊᅵᒇẶのሗ࿌についてࠊスࣔールグループ・ディス࢝ッションに入る๓のື機づけが᭷┈で

あるとの指摘がありࠊ㞴し課題に対して学生はどのような意見をฟしているのかࠊまた教員はど

う対応しているのかについて㆟ㄽしたいとの質問があった。୕➟Ặのሗ࿌についてࠊ授業のはじ

めにルーブリックを示した上で授業をᒎ㛤している点はࠊ到達目標を示していることでありࠊ㔜

要であるとの指摘があった。毎授業におけるアンケートの実施ࠊそのフィーࣂࣂックについても

大ษであるであるということが示された。Ώ部Ặの࣑ニ実験をㅮ義の୰で実施していることにつ

いてࠊア࣓リ࢝の大学のㅮ義をཷけているようでࠊ⣲ᬕらしいとᛮうとの指摘があった。体験を

してࠊそのෆᐜに関する理ㄽを理解するということは大ษであり⃝ྂࠊẶもឤ化されたのことで

あった。 

 

㸲．ࡲとࡵ 

 ディス࢝ッションではフロアからከくの質問がᐤࡏられࠊάⓎな㆟ㄽが行ࢃれた。ሗ࿌⪅の授

業について具体的な方法を確認する質問からࠊこのような授業を行うことになったきっかけࠊ学

生から学ࡪことなどについて意見஺᥮が行ࢃれた。また୕ࠊ➟Ặの授業をཷけた学生がཧ加して

おりࠊ授業やඛ生に対するᛮいをㄒってくれた。その学生によると「はじめは᎘なඛ生だとឤじ

ることがあったがࠊ毎回アンケートを実施しࠊ学生の意見を⪺き入れつつ授業をᒎ㛤しࠊ質問に

も୎ᑀに答えてくれることでࠊ徐々にඛ生や授業に対してࠊ๓向きに取り組ࡴようになりࠊ今で

は一番ዲきでありࠊよく㡹ᙇった授業だとゝえる」というឤ想が述࡭られた。 
 ㏆年はアクティブ・ラーニングのಁ進が強くྉばれておりࠊアクティブ・ラーニングのᙧᘧだ

けが㆟ㄽされることがよくある。ᮏ当にアクティブ・ラーニングを意࿡あるᙧでᬑཬしていくた

めにはࠊᙧᘧではなくࠊ学生と教員がお஫いに理解し合えるような授業をᒎ㛤することが㔜要で

ある。「学生の学び」を最ඃඛに考えࠊ཮方向で授業をᒎ㛤するようにດ力した結果はࠊ自ずと

アクティブ・ラーニングと࿧ばれるᙧᘧに当てはまっているのではないかと考える。 
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１－２．$3  ム（反転授業）࢘ࢪンポࢩ

 

 
１）ሗ࿌概要 

 2016 年 12 ᭶ 28 ᪥に㛤ദされた「AP シン࣏࢘ࢪム」の一⎔として反転授業の実㊶に関する࣡

ークショップをおこなった。ᮏ࣡ークショップはࠊཧ加⪅とⓎ⾲⪅の間でࠊάⓎな㆟ㄽが⧞り広

げられた。࣡ ークショップの㛤ദによってࠊཧ加⪅間で反転授業に関する㔜要な▱見が共᭷されࠊ

᪂たな実㊶の㛤ጞに㈨するものと考える。 

 

 ࡵとࡲンのࣙࢩッ࢝ࢫィࢹ（２

「AP シン࣏࢘ࢪム」の୰で 「ࠗ反転授業」をやってみた㸫2014 年からの実㊶を通して㸫」の

セッションを㛤いた。ᮏセッションにはࠊ⣙ 60 ྡのཧ加⪅があった。ᮏセッションではࠊཧ加

⪅とᮏ学で反転授業を実㊶した教員 6 ྡ（ෆ2ࠊ ྡは࣏スターⓎ⾲のみ）が一୸となって㆟ㄽを

進めた。 

「ࠗ反転授業」をやってみた㸫2014 年からの実㊶を通して㸫」のセッションは࣡ࠊークショッ

プᙧᘧで進めた。最ึにࠊ㊃᪨ㄝ᫂をおこなった。㊃᪨ㄝ᫂は2016ࠊ 年度の反転授業の実㊶のア

࢘トラ࢖ンについての概要を示した。またࠊ反転授業の実㊶をࠊཧ加⪅に࿧びかけた。 

次にࠊ反転授業に取り組ࢇだ 6 ྡの教員による࣏スターᙧᘧのⓎ⾲をおこなった。実㊶のሗ࿌

を࣏ࠊスターᙧᘧとすることでࠊཧ加⪅は実㊶した教員に┤᥋␲問をおこなったりࠊ授業で用い

たコンテンࢶをヨ用することができたりした。 ཧ加⪅はࠊ各Ⓨ⾲⪅の実㊶ሗ࿌に⇕ᚰに⪥をഴけࠊ

άⓎな㆟ㄽをおこなった。 

࣏スターⓎ⾲の後ࠊ指定ウㄽ⪅であるྂ⃝修一ඛ生（広ᓥ大学大学㝔）から全体コ࣓ントをいた

だき⃝ྂࠊඛ生および 4 ྡの実㊶教員を୰ᚰにࠊཧ加⪅を஺えた全体ウ㆟ࣃࠊネルディス࢝ッシ

ョンをおこなった。ࣃネルディス࢝ッションの最ึに質問⚊による質問を集めࠊフロアからの質

問に答えるᙧでࣃネルディス࢝ッションを進めた。たとえばࣅ」ࠊデ࢜や㈨ᩱのస成はどのように

しているのか㸽」という質問に対してࠊ「Keynote でプレゼンをసりࠊスラࢻ࢖をめくりながら

㡢ኌを㘓㡢。స成したものをື画フ࢖࢓ルで᭩きฟしࠊYouTube へアップローࢻ。YouTube で字

ᖥを௜けるなどの⦅集機能がある。㈨ᩱは 30～40 ࣌ーࡄࢪらいの෉Ꮚをసって⨨きࠊす࡭ての

ෆᐜを㍕ࡏている。㈨ᩱを見ながらື画を見てもらう。㈨ᩱは PDF で㓄ᕸ（௨๓は༳ๅ㓄ᕸ）。

自分で༳ๅしてくる学生もいる。」といった具体的な方法が示された。またࠊ「評価はどうされて

いるか㸽」という質問に対して「ࣅデ࢜の後に確認問題がある。確認問題㸩₇習後に成果≀を評

価。学生 1 ேずつಶู評価している。」「ᅜᐙヨ験と同じᙧの期ᮎヨ験㸩実習の制స≀の評価。」「レ

࣏ート課題で評価。」「授業୰のアクティࣅティを⣽かく点数化（50％）。ṧり 50％は期ᮎヨ験。」

といった回答が得られࠊ実㊶⪅が各授業の目標に合ࡏࢃてከᵝな評価を行っていることがࢃかっ

た。このようにࠊ実㊶⪅が行っている反転授業の工ኵや課題を全体で共᭷することができたためࠊ

今後ࠊ᪂たに反転授業へ取り組ࡴ教員が増えることに期ᚅしたい。 

なおࠊ当᪥のᮏセッションのᵝᏊはࠊ௨下の Web  。トでもබ㛤している࢖ࢧ

http://uls01.ulc.tokushima-u.ac.jp/info/Flipped/case/workshop2016.html 
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